
4.亜高山地帯およびブナ帯上部における更新技術
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2•試験目的
拡大造林の進展にともない,湖:の伐採利用は急激に奥他,高海抜地に移行し,跡地の更新 

力:問題となる箇所がすこぷる多く,この地域の更新技術の開発が急務とれっている〇また,こ 

の地域の多くは国立公因,国定公園左ど国民の保健休蕤の相として活用されることが多く,そ 

の風致または自然保我と調和した更新技術の確立力唳まれている。

対象地斌は低温,多零左ど気象条件が極めてきびしい上は,土蜿条件も低山地祈とは異った 

懇条件を与えているので,これらの諸喪件の程産と初合せによって婁境区分を行次い,それぞ 

れの支配因子に応じた更新方法を磴泣することを目的とするととも忙.更新方法については如 

商山性針葉樹林の各種伐採方法作龙じた前生推問の消長原因の把撮を行なうとともにブナ林作 

ついては徵気象お、よび耕害の面から桃樹の消失原因を究明して,その確実な更新方法を見出す 

ことを目的とナる。

3.昭和4 5年度2経過とえられた結果

(1) 亜高山带公よび上部ブナ帯に飴ける塚境区分と更新区分方法の調死方法を検的するため, 

前橋営林局坂下営林署部内喰丸むXぴ大芦国有林に集つて現地总讚会を開催して今後の調査 

方法の統一を計るとともに,本地坡に斉いて3】方形区を調査した。さらに本協グループは 

山梨県富士県有林祀好いて3 4方形区を調死した〇

(2) 亜高山性針業帰林にむける稚坍の発生消貝てついては既殺の川上,ハヶ岳両試験地にち、い 

て経年潤查の一黑として禍樹鴻陟上ぴ棋生調瓷が行なわれた〇さら忆前年度新たに股定し 

た王滝試験地にお、いて刈払,除草剤散布およぴ地表かき好こしか行なわれた〇この試乾地y 
おいて今後新た忙発生する酒によって更新を期待するカ 、所であるので拜子落下伯試充を行

なった。

尚伏作業她Kおける針衆樹前生稚浏の消長を知るため川上就験地付近に伐採前にフ3卜

6 0か所を我けて調査【て滴手した。なお付近に君いて針蕖阍前生稚国の伐採曲後の琪旎の変 

化がその消失原因にどう結ぴついているかを知るため,林内外の気額田溜»仙樹蘇散筮】通. 

土な水分の変動誤査などを行なった.

(3)ブナ林の稚拼の発生消長については,菊場山試駁她の烽年講査を行なつ也また本試險地 

内I’区(伐御〇%),11’区(同5U%)パ’(冋10 0%)お上ぴI’区上部の4 
か所で気象短诵か行をわれた〇さらにブナ稚茁の消失原因を主として病理学的な面から探究 

するために,本試段地内の稚苗発生か所に試絵区在很定して,被害の灾懸以後と疔原閑の検 

索が行をわれた。この節旅は六日訂営林署神立苗畑ブナ唾さ付床においても同様§魅され, 

さらに林試構内のコンクリートマイク°ブnットにおいても接程試魅が行なわれた。

⑷ 東北坎方のブナ林については热沢尻ブナ総合試成地にえ、いて点状保残木区,3 ° m巾帯状 

皆伐区むXび列状保残木区を対象としてブナ稚爆発生調立か開始された〇

さらに安比訓蚕:地においては,昭和4 3年度からブナ稚的の発生消失について,とくに林 

内陶光圳との関係を針潴しているが,本年度も引きつづき諛査を行なった。

(6)ブナ林に玲ける各種伏援跡地K好ける更新・例訓?Eのため,浙建の坂下営林若喰丸国有林 

にわける慚伐跡地に方形区を設定して砌組査ちよぴ槟生源を行なった〇

4. I®和4 6年度の試験・計画

(1)亜商山地帯毋よぴ上話ブナ帝における環垸区分と更薪区分

1-1•大齢区分
主として気象資科,地形区分図,表洒地質図歩よび土旗図などにより環填区分に分 

ける方法を確かめる。(本堤,束北支圾扫当’

1-2.3.小中象境区分と更新区分

签士UJ辭岡県側牌用沼部営林・器部内亜商山性針获阍林,尾樹地区山口営林譽箭内亜 

為山性針荒陶林(本囲暗 ) おxび朗日岳地区寒洞江営林略部内ブナ林(東北支稲a 

当>の3地城において前年姿の昭ま方針によって涸査を進める。本年度は密士山地区 

湖奄が終了するのでこの抱因の我境区分と更衍区分について総会的«とりまとめる。 

なお本年変経営部航測研究室で,すでに林型区分図が作製されている山口営林籽部内 

山口辜菜区6 2林顼">5て魏境区分の林恵と更飾型区分との桃遼性を共同で求める。

(2)亜高山性・針菜歟の精埸の消長と上木伐採方法との顔係

2 -1•既設試験地の刎死 、

i川上带状更新試験地,八が岳带状更新弑駿抱における調査はi解度と同捞に話査



を縮続する。(本埃担・当)

ii王滝天然更新試験地(租圈の発生消長調立«年2回ク相対郞既詞奏わxび林床招 

生御充を行な爲 その他秋には际子落下統:泌音を(自8月下句至】1月上句)行左 

う。(木笛分•乎俎当)

2-2.伐採倒,てXる稚圏の消長に间するが例ド成

(1)川上試険地付近に前年庄咎定したブロットの渐伐後の稚為の発生消長を莢盜する。 

なお尾嗣也区の択伐か所にお;Cて伐採後昆ブコットを設定して更新斛查を行なう。 

(本倒3当)

2- 3.伐孫务の稽击の消失原因究明川上国有林瀬伐区Kむいて,伐採前後哄携測定およ

び稚樹の蔣既都:,會水耘の変化を測定して,枯掴の時烟推定と估扱状態の琦認および 

枢体内水分からみた致死黒界の把悠を行なう。(木妇担当)

⑶ プナ林稚樹の発生消孩と上木伐松方法との®係

3- 1•既没試験地の醬義

i苗那山ブナ天然更所試験地

1)前年实阁・苴定ブ〇ットの即査を行なう。益年は各プロット於むける相対照匿 

の測定をする。左封ブナ律子の落下畑韻瓮を行之う。(本時如当)

2 >ブナ稽:己の発生,生育と額気我との囲係を明らかにナるため,推祝の残存峯の 

高いところ,低いところ2か所づつ選ぴ,勢.妙(気温,漫既,地况など)比戦 

以浏を行たう。さら(て都子落下飛誨査地の近くで,4向,匡速,気羿,湿史など 

の自記麹博を9月中～】〇月中に重点をおいて行な爲

ii黑沢尻ブナ総合試做地

昭和< 5+既冬季伐採予定の列状保残木区について,4 5年度と冋様に認咨を行 

なうとと寸に,4 5年安の灾鷹から代我区を遐定し,訓翌を継統する。また各伐塚 

区の代表か所で照爱沏定を行なうとともにその主なところにおいて気象切蘭を始め 

る。(柬北支埸担当>

iii安比試險址の潟夜

前年些同様雅也词査を件続する。(束北支柳当)

3-2.各待伐採跡地における串例調在 ^

本年舞诙おXび慮新〇笛を実終する初日岳他区およぴ豆油地区(北上堂林黑萄内> 

において天下による皆期此の更新状況を翳?fする。(束北支領H当)

3-3.ブナ推的の消失原因の究明

本年圖:!:ブナのめビえの宪生がみられる見込みがないので林^にむける灾賜#‘掩は 

行なわ次いで,主として前年般分恐されたCy I i nd r oca r p on , Fusarium, 

Py t hi umの3朔について,1)殺前土?用てよるポット以:跚
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2 )林!也土蛍での接頰試龄(コンクリートマイクI3プロット)を行なって詞原性を 

倾0

苗垛山試蹦诉昭和4 5年度設定プロット在粧統諛資する。さらに4 6年毗作ま 

なは塾作の 〇 しがあった劾合!〇月に新たに認査プロツトを設定す〇〇苗炮土擬. 

林地土相により就苗酒失朝を網べるとともに,検出糸状倒の人工接種Iてよる病原 

性を謂材る。(本痢担当)


